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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】血液信号を十分に抑制できる磁気共鳴装置を提
供する。
【解決手段】スラブＳＬを流れる血液ａの信号を抑制す
るためのプリパレーションシーケンスＶと、ｋ空間の中
心からｋ空間の外側に向かうトラジェクトリに従ってス
ラブＳＬのイメージングデータを収集するための複数の
イメージングシーケンスＷとを交互に実行する。プリパ
レーションシーケンスＶにはＭＳＤＥ（Ｍｏｔｉｏｎ 
Ｓｅｎｓｉｔｉｚｅｄ Ｄｒｉｖｅｎ Ｅｑｕｉｌｉｂｒ
ｉｕｍ）シーケンスが用いられ、イメージングシーケン
スＷには３Ｄグラディエントエコー系のシーケンスが使
用される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影部位を流れる血液の信号を抑制するための第１のシーケンスと、ｋ空間の中心から
ｋ空間の外側に向かうトラジェクトリに従って前記撮影部位のイメージングデータを収集
するための第２のシーケンスとを交互に実行する磁気共鳴装置。
【請求項２】
　第１のシーケンスと次の第１のシーケンスとの間に、第２のシーケンスが複数回実行さ
れる、請求項１に記載の磁気共鳴装置。
【請求項３】
　第１のシーケンスは、血液の位相分散を行うための勾配磁場を有する、請求項１又は２
に記載の磁気共鳴装置。
【請求項４】
　第２のシーケンスは、ｋｙ－ｋｚ面内において、前記ｋｙ－ｋｚ面の中心から外側に向
かうトラジェクトリに従って前記撮影部位のイメージングデータを収集する、請求項１～
３のうちのいずれか一項に記載の磁気共鳴装置。
【請求項５】
　第２のシーケンスは、３Ｄグラディエントエコー系のシーケンスである、請求項４に記
載の磁気共鳴装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血管を含む領域を撮影する磁気共鳴装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　血管壁を撮影する方法としてブラックブラッドイメージング（Black Blood Imaging）
法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２５４３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ブラックブラッドイメージング法として、ＭＳＤＥ（Motion Sensitized Driven Equil
ibrium）シーケンスを用いて血液信号を減衰させ、３Ｄグラディエントエコー法でデータ
収集する方法がある。しかし、データの収集順序によっては、ＭＳＤＥシーケンスによる
血液信号の抑制効果が十分に得られないことがある。したがって、血液信号の抑制効果が
十分に得られるイメージング法が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一観点は、撮影部位を流れる血液の信号を抑制するための第１のシーケンスと
、ｋ空間の中心からｋ空間の外側に向かうトラジェクトリに従って前記撮影部位のイメー
ジングデータを収集するための第２のシーケンスとを交互に実行する磁気共鳴装置である
。
【発明の効果】
【０００６】
　血液の信号を抑制するための第１のシーケンスを実行した後、ｋ空間の中心から外側に
向かうトラジェクトリに従ってイメージングデータを収集するので、第１のシーケンスに
よる血液信号の抑制効果を十分に得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一形態の磁気共鳴装置の概略図である。
【図２】血管壁を撮影するために実行されるスキャンの一例を示す図である。
【図３】期間Ｐ１～Ｐ４においてデータを収集するときの説明図である。
【図４】ｋｚ＝－６３のビューのデータを収集するときの説明図である。
【図５】ｋｚ＝０のビューのデータを収集するときの説明図である。
【図６】ｋｚ＝６３のビューのデータを収集するときの説明図である。
【図７】ｋ空間の中心を含む低周波領域を概略的に示す図である。
【図８】プリパレーションシーケンスＶの実行回数を増やした例を示す図である。
【図９】本形態におけるトラジェクトリの説明図である。
【図１０】期間Ｐ１においてデータを収集するときの説明図である。
【図１１】期間Ｐ２においてデータを収集するときの説明図である。
【図１２】セグメントＢａのデータを収集するときの様子を示す図である。
【図１３】最後のセグメントＢｑのデータを収集するときの説明図である。
【図１４】本形態のデータ収集順序により得られた画像と、通常のデータ収集順序により
得られた画像とを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、発明を実施するための形態について説明するが、本発明は、以下の形態に限定さ
れることはない。
【０００９】
　図１は、本発明の一形態の磁気共鳴装置の概略図である。
　磁気共鳴装置（以下、「ＭＲ装置」と呼ぶ）１００は、マグネット２、テーブル３、受
信コイル４などを有している。
【００１０】
　マグネット２は、被検体１１が収容されるボア２１を有している。また、マグネット２
には、超伝導コイル、勾配コイル、およびＲＦコイルなどが内蔵されている。
【００１１】
　テーブル３は、被検体１１を支持するクレードル３ａを有している。クレードル３ａは
、ボア２１内に移動できるように構成されている。クレードル３ａによって、被検体１１
はボア２１に搬送される。
　受信コイル４は、被検体１１からの磁気共鳴信号を受信する。
【００１２】
　ＭＲ装置１００は、更に、送信器５、勾配磁場電源６、受信器７、制御部８、操作部９
、および表示部１０などを有している。
【００１３】
　送信器５はＲＦコイルに電流を供給し、勾配磁場電源６は勾配コイルに電流を供給する
。
　受信器７は、受信コイル４から受け取った信号に対して、検波などの信号処理を実行す
る。
【００１４】
　制御部８は、表示部１０に必要な情報を伝送したり、受信器７から受け取ったデータに
基づいて画像を再構成するなど、ＭＲ装置１００の各種の動作を実現するように、ＭＲ装
置１００の各部の動作を制御する。
【００１５】
　操作部９は、オペレータにより操作され、種々の情報を制御部８に入力する。表示部１
０は種々の情報を表示する。
【００１６】
　ＭＲ装置１００は、上記のように構成されている。本形態では、ＭＲ装置１００を用い
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て被検体の血管壁を撮影する例について説明する。
【００１７】
　図２は、血管壁を撮影するために実行されるスキャンの一例を示す図である。
　図２では、スキャンＳＣを、複数の期間Ｐ１～Ｐｚに分けて示してある。
【００１８】
　期間Ｐ１では、プリパレーションシーケンスＶと、イメージングシーケンスＷとが実行
される。具体的には、プリパレーションシーケンスＶは１回実行され、イメージングシー
ケンスＷはｎ回実行される。
【００１９】
　プリパレーションシーケンスＶは、血管Ａを流れる血液ａの信号を抑制するために実行
される。図２には、プリパレーションシーケンスＶの具体的なシーケンスの一例として、
血液の位相分散を行うための勾配磁場を有するＭＳＤＥ（Motion Sensitized Driven Equ
ilibrium）法のシーケンスが示されている。尚、説明の便宜上、勾配磁場の軸は１軸のみ
が示されている。
【００２０】
　プリパレーションシーケンスＶにより血液信号を抑制させた後、イメージングシーケン
スＷが実行される。
【００２１】
　イメージングシーケンスＷは、３Ｄグラディエントエコー系のシーケンスであり、血管
Ａを横切るように設定されたスラブＳＬからイメージングデータを収集する。
【００２２】
　図２では、期間Ｐ１で実行されるシーケンスＶおよびＷのみが示されているが、他の期
間Ｐ２～Ｐｚでも、１回のプリパレーションシーケンスＶと、ｎ回のイメージングシーケ
ンスＷが実行される。したがって、スキャンＳＣでは、１回のプリパレーションシーケン
スＶと、ｎ回のイメージングシーケンスＷとが交互に実行される。
【００２３】
　次に、ｋ空間のデータの収集順序について説明する。尚、以下では、本形態におけるデ
ータ収集順序と、通常のデータ収集順序との違いを明確にするために、先ず、通常のデー
タ収集順序について説明する。
【００２４】
　図３～図６は、通常のデータ収集順序の説明図である。以下、図３～図６について順に
説明する。
　図３は期間Ｐ１～Ｐ４においてデータを収集するときの説明図である。尚、図３では、
各期間に実行されるプリパレーションシーケンスＶを区別するために、符号Ｖに添字「１
」、「２」、「３」、「４」が付されている。更に、各期間においてｎ回実行されるイメ
ージングシーケンスＷを区別するために、符号「１」、「２」、・・・、「ｎ」が付され
ている。
【００２５】
　期間Ｐ１では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ１が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ１を実行した直後に、ｋｚ＝－６４のビューに
おいて、トラジェクトリＪ１に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ１の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ１が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ１のデー
タを収集した後、期間Ｐ２に移行する。
【００２６】
　期間Ｐ２では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ２が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ２を実行した直後に、ｋｚ＝－６４のビューに
おいて、トラジェクトリＪ２に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ２の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ２が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ２のデー
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タを収集した後、期間Ｐ３に移行する。
【００２７】
　期間Ｐ３では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ３が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ３を実行した直後に、ｋｚ＝－６４のビューに
おいて、トラジェクトリＪ３に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ３の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ３が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ３のデー
タを収集した後、期間Ｐ４に移行する。
【００２８】
　期間Ｐ４では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ４が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ４を実行した直後に、ｋｚ＝－６４のビューに
おいて、トラジェクトリＪ４に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ４の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ４が実行されるタイミングを表している。
【００２９】
　したがって、期間Ｐ１～Ｐ４の間に、ｋｚ＝－６４のビューのデータが収集される。ｋ
ｚ＝－６４のビューのデータを収集した後、ｋｚ＝－６３のビューのデータが収集される
（図４参照）。
【００３０】
　図４は、ｋｚ＝－６３のビューのデータを収集するときの説明図である。
　ｋｚ＝－６３のビューのデータは、期間Ｐ５～Ｐ８の間に収集される。尚、図４では、
各期間に実行されるプリパレーションシーケンスＶを区別するために、符号Ｖに添字「５
」、「６」、「７」、「８」が付されている。更に、各期間においてｎ回実行されるイメ
ージングシーケンスＷを区別するために、符号「１」、「２」、・・・、「ｎ」が付され
ている。
【００３１】
　期間Ｐ５では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ５が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ５を実行した直後に、ｋｚ＝－６３のビューに
おいて、トラジェクトリＪ５に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ５の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ５が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ５のデー
タを収集した後、期間Ｐ６に移行する。
【００３２】
　期間Ｐ６では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ６が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ６を実行した直後に、ｋｚ＝－６３のビューに
おいて、トラジェクトリＪ６に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ６の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ６が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ６のデー
タを収集した後、期間Ｐ７に移行する。
【００３３】
　期間Ｐ７では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ７が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ７を実行した直後に、ｋｚ＝－６３のビューに
おいて、トラジェクトリＪ７に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ７の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ７が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ７のデー
タを収集した後、期間Ｐ８に移行する。
【００３４】
　期間Ｐ８では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ８が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ８を実行した直後に、ｋｚ＝－６３のビューに
おいて、トラジェクトリＪ８に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ
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１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪ８の始点に示されている記号●は、プリパレー
ションシーケンスＶ８が実行されるタイミングを表している。
【００３５】
　したがって、期間Ｐ５～Ｐ８の間に、ｋｚ＝－６３のビューのデータが収集される。以
下同様に、ｋｚビューのビュー番号を１づつ増やしながら、１本のｋｚビュー上のデータ
を４回に分けて収集する。
【００３６】
　図５は、ｋｚ＝０のビューのデータを収集するときの説明図である。
　ｋｚ＝０のビューのデータは、期間Ｐｍ－３～Ｐｍの間に収集される。尚、図５では、
各期間に実行されるプリパレーションシーケンスＶを区別するために、符号Ｖに添字「ｍ
－３」、「ｍ－２」、「ｍ－１」、「ｍ」が付されている。更に、各期間においてｎ回実
行されるイメージングシーケンスＷを区別するために、符号「１」、「２」、・・・、「
ｎ」が付されている。
【００３７】
　期間Ｐｍ－３では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｍ

－３が実行される。プリパレーションシーケンスＶｍ－３を実行した直後に、ｋｚ＝０の
ビューにおいて、トラジェクトリＪｍ－３に従ってデータを収集するためのイメージング
シーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｍ－３の始点に示されている記号
●は、プリパレーションシーケンスＶｍ－３が実行されるタイミングを表している。トラ
ジェクトリＪｍ－３のデータを収集した後、期間Ｐｍ－２に移行する。
【００３８】
　期間Ｐｍ－２では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｍ

－２が実行される。プリパレーションシーケンスＶｍ－２を実行した直後に、ｋｚ＝０の
ビューにおいて、トラジェクトリＪｍ－２に従ってデータを収集するためのイメージング
シーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｍ－２の始点に示されている記号
●は、プリパレーションシーケンスＶｍ－２が実行されるタイミングを表している。トラ
ジェクトリＪｍ－２のデータを収集した後、期間Ｐｍ－１に移行する。
【００３９】
　期間Ｐｍ－１では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｍ

－１が実行される。プリパレーションシーケンスＶｍ－１を実行した直後に、ｋｚ＝０の
ビューにおいて、トラジェクトリＪｍ－１に従ってデータを収集するためのイメージング
シーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｍ－１の始点に示されている記号
●は、プリパレーションシーケンスＶｍ－１が実行されるタイミングを表している。トラ
ジェクトリＪｍ－１のデータを収集した後、期間Ｐｍに移行する。
【００４０】
　期間Ｐｍでは、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｍが実
行される。プリパレーションシーケンスＶｍを実行した直後に、ｋｚ＝０のビューにおい
て、トラジェクトリＪｍに従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１～
Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｍの始点に示されている記号●は、プリパレーショ
ンシーケンスＶｍが実行されるタイミングを表している。
【００４１】
　したがって、期間Ｐｍ－３～Ｐｍの間に、ｋｚ＝０のビューのデータが収集される。ｋ
ｚ＝０のビューのデータを収集した後、更に、ｋｚビューのビュー番号を１づつ増やしな
がら、残りのｋｚビューのデータも収集する（図６参照）。
【００４２】
　図６は、ｋｚ＝６３のビューのデータを収集するときの説明図である。
　ｋｚ＝６３のビューのデータは、期間Ｐｚ－３～Ｐｚの間に収集される。尚、図６では
、各期間に実行されるプリパレーションシーケンスＶを区別するために、符号Ｖに添字「
ｚ－３」、「ｚ－２」、「ｚ－１」、「ｚ」が付されている。更に、各期間においてｎ回
実行されるイメージングシーケンスＷを区別するために、符号「１」、「２」、・・・、
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「ｎ」が付されている。
【００４３】
　期間Ｐｚ－３では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｚ

－３が実行される。プリパレーションシーケンスＶｚ－３を実行した直後に、ｋｚ＝６３
のビューにおいて、トラジェクトリＪｚ－３に従ってデータを収集するためのイメージン
グシーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｚ－３の始点に示されている記
号●は、プリパレーションシーケンスＶｚ－３が実行されるタイミングを表している。ト
ラジェクトリＪｚ－３のデータを収集した後、期間Ｐｚ－２に移行する。
【００４４】
　期間Ｐｚ－２では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｚ

－２が実行される。プリパレーションシーケンスＶｚ－２を実行した直後に、ｋｚ＝６３
のビューにおいて、トラジェクトリＪｚ－２に従ってデータを収集するためのイメージン
グシーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｚ－２の始点に示されている記
号●は、プリパレーションシーケンスＶｚ－２が実行されるタイミングを表している。ト
ラジェクトリＪｚ－２のデータを収集した後、期間Ｐｚ－１に移行する。
【００４５】
　期間Ｐｚ－１では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｚ

－１が実行される。プリパレーションシーケンスＶｚ－１を実行した直後に、ｋｚ＝６３
のビューにおいて、トラジェクトリＪｚ－１に従ってデータを収集するためのイメージン
グシーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｚ－１の始点に示されている記
号●は、プリパレーションシーケンスＶｚ－１が実行されるタイミングを表している。ト
ラジェクトリＪｚ－１のデータを収集した後、期間Ｐｚに移行する。
【００４６】
　期間Ｐｚでは、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｚが実
行される。プリパレーションシーケンスＶｚを実行した直後に、ｋｚ＝６３のビューにお
いて、トラジェクトリＪｚに従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１
～Ｗｎが実行される。トラジェクトリＪｚの始点に示されている記号●は、プリパレーシ
ョンシーケンスＶｚが実行されるタイミングを表している。
【００４７】
　したがって、ｋｙ－ｋｚ空間の全データを収集することができる。上記のスキャンでは
、イメージングシーケンスＷ１～Ｗｎを実行する直前に、血液信号を抑制するためのプリ
パレーションシーケンスＶ１～Ｖｚが実行されるので、血液信号が低減された画像を取得
することが可能となる。
【００４８】
　しかし、ＭＲ画像のコントラストは、ｋ空間の中心を含む低周波領域のデータに依存す
る。したがって、血管壁と血液とのコントラストが大きいＭＲ画像を取得するには、ｋ空
間の低周波領域のデータを収集する直前に、プリパレーションシーケンスＶ１～Ｖｚが実
行されることが望ましい。図７に、ｋ空間の中心を含む低周波領域を概略的に示す。
【００４９】
　図７を参照すると、プリパレーションシーケンスＶ１～Ｖｚのうち、低周波領域のデー
タを収集する直前に実行されるシーケンスは、プリパレーションシーケンスＶｍ－３、Ｖ

ｍ－１などの一部のシーケンスに限られていることがわかる。したがって、図３～図６の
データ収集順序では、プリパレーションシーケンスＶ１～Ｖｚによる血液信号の抑制効果
があまり画像に反映されず、血液信号が十分に抑制された画像を得ることができない場合
がある。そこで、血液信号の抑制効果を十分に発揮できるように、１本のｋｚライン上の
データを収集するときに実行されるプリパレーションシーケンスＶの実行回数を増やすこ
とが考えられる。図８に、プリパレーションシーケンスＶの実行回数を増やした一例が示
されている。図８では、１本のｋｚラインが８個のトラジェクトリに分けられている。こ
の場合、１本のｋｚライン上のデータを収集するときに実行されるプリパレーションシー
ケンスＶの実行回数を、４回から８回に増やすことができる。したがって、低周波領域の
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データを収集する直前にプリパレーションシーケンスＶが実行される回数を増やすことが
できるので、血液の抑制効果を高めることが可能となる。しかし、プリパレーションシー
ケンスＶの実行回数が増加すると、ＳＮ比が低くなるという問題がある。そこで、本形態
では、ＳＮ比を低くすることなく、プリパレーションシーケンスＶによる血液抑制効果が
十分に発揮できるように、以下のようなトラジェクトリに従ってデータを収集する（図９
参照）。
【００５０】
　図９は、本形態におけるトラジェクトリの説明図である。
　本形態では、ｋｙ－ｋｚ空間を放射状に複数のセグメントＢ１～Ｂｑに分割し、セグメ
ントごとにｋｙ－ｋｚ空間の中心Ｃから外側に向かって進むトラジェクトリＪ１～Ｊｑに
従ってｋｙ－ｋｚ空間のデータを収集する。以下に、本形態のデータ収集順序について具
体的に説明する。
【００５１】
　図１０～図１３は、本形態におけるデータ収集順序の説明図である。以下、図１０～図
１３について順に説明する。
【００５２】
　図１０は期間Ｐ１においてデータを収集するときの説明図である。
　期間Ｐ１では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ１が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ１を実行した直後に、セグメントＢ１において
、トラジェクトリＪ１に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１～Ｗ
ｎが実行される。トラジェクトリＪ１の始点に示されている記号●は、プリパレーション
シーケンスＶ１が実行されるタイミングを表している。トラジェクトリＪ１のデータを収
集した後、期間Ｐ２に移行する。
【００５３】
　図１１は期間Ｐ２においてデータを収集するときの説明図である。
　期間Ｐ２では、先ず、血液信号を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶ２が実
行される。プリパレーションシーケンスＶ２を実行した直後に、セグメントＢ２において
、トラジェクトリＪ２に従ってデータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１～Ｗ
ｎが実行される。トラジェクトリＪ２の始点に示されている記号●は、プリパレーション
シーケンスＶ２が実行されるタイミングを表している。
【００５４】
　セグメントＢ２のデータを収集した後、他のセグメントのデータも同様の手順で収集さ
れる。図１２に、セグメントＢａのデータを収集するときの様子を示す。
　セグメントＢａのデータは期間Ｐａの間に収集される。期間Ｐａでは、先ず、血液信号
を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶａが実行される。プリパレーションシー
ケンスＶａを実行した直後に、セグメントＢａにおいて、トラジェクトリＪａに従ってデ
ータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリ
Ｊａの始点に示されている記号●は、プリパレーションシーケンスＶａが実行されるタイ
ミングを表している。
　以下同様に、残りのセグメントのデータも収集する。
【００５５】
　図１３は最後のセグメントＢｑのデータを収集するときの説明図である。
　セグメントＢｑのデータは期間Ｐｑの間に収集される。期間Ｐｑでは、先ず、血液信号
を抑制するためのプリパレーションシーケンスＶｑが実行される。プリパレーションシー
ケンスＶｑを実行した直後に、セグメントＢｑにおいて、トラジェクトリＪｑに従ってデ
ータを収集するためのイメージングシーケンスＷ１～Ｗｎが実行される。トラジェクトリ
Ｊｑの始点に示されている記号●は、プリパレーションシーケンスＶｑが実行されるタイ
ミングを表している。
　上記のようにして、ｋ空間のデータが収集される。
【００５６】
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　本形態では、図１０～図１３に示すように、プリパレーションシーケンスＶ１～Ｖｑに
より血液信号を抑制した直後に、ｋ空間の低周波領域ＲＬのデータが収集される。したが
って、プリパレーションシーケンスＶ１～Ｖｑによる血液信号の抑制効果が十分に発揮さ
れるので、血液と血管壁とのコントラストが十分に大きい画像を取得することができる。
【００５７】
　また、通常のデータ収集順序では、プリパレーションシーケンスの血液信号の抑制効果
を発揮させるためには、プリパレーションシーケンスの実行回数を増やす必要があるので
（図８参照）、ＳＮ比が低くなるという問題がある。これに対し、本形態では、スキャン
ＳＣで実行される全てのプリパレーションシーケンスが、ｋ空間の低周波領域ＲＬのデー
タを収集する直前に実行されるので、プリパレーションシーケンスの実行回数が少なくて
も、十分に血液信号を抑制することができる。したがって、プリパレーションシーケンス
の実行回数を減らすことができるので、ＳＮ比を向上させることもできる。
【００５８】
　次に、本形態のデータ収集順序（図１０～図１３参照）により得られた画像と、通常の
データ収集順序（図３～図６参照）により得られた画像との違いについて説明する。
【００５９】
　図１４は、本形態のデータ収集順序により得られた画像と、通常のデータ収集順序によ
り得られた画像とを示す図である。
　図１４（ａ）は、本形態のデータ収集順序により得られた頸動脈の画像を示し、図１４
（ｂ）は通常のデータ収集順序により得られた頸動脈の画像を示している。
　両方の画像を比較すると、本形態のデータ収集順序により得られた画像は、通常のデー
タ収集順序により得られた画像よりも、頸動脈の血液信号が十分に抑制されていることが
わかる。
【００６０】
　尚、本形態では、プリパレーションシーケンスＶを実行した後、次のプリパレーション
シーケンスＶを実行するまでの間に、ｎ回のイメージングシーケンスを実行しているが、
ｎは、ｎ≧２でもよいし、ｎ＝１でもよい。また、本形態では、１回のプリパレーション
シーケンスとｎ回のイメージングシーケンスとを実行することにより、一つのセグメント
に配置されるデータを収集している。しかし、１回のプリパレーションシーケンスとｎ回
のイメージングシーケンスとのセットを２回以上実行することにより、一つのセグメント
に配置されるデータを収集してもよい。
【００６１】
　本形態では、ＭＳＤＥシーケンスを用いて血液信号を抑制している。しかし、本発明は
、ＭＳＤＥシーケンスに限定されることはなく、ＭＳＤＥシーケンスとは別のシーケンス
を用いて、血液信号を抑制してもよい。
【００６２】
　また、本形態では、３Ｄグラディエントエコー系のシーケンスを用いてデータを収集し
ているが、別の３Ｄシーケンスを用いてデータを収集してもよい。更に、３Ｄシーケンス
の代わりに、２Ｄシーケンスを用いて撮影部のデータを収集してもよい。
【符号の説明】
【００６３】
２　マグネット
３　テーブル
３ａ　クレードル
４　受信コイル
５　送信器
６　勾配磁場電源
７　受信器
８　制御部
９　操作部
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１０　表示部
１１　被検体
２１　ボア
１００　ＭＲ装置
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